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平成２９年３月 鳥取県福祉保健部健康医療局医療政策課 

特別養成枠が医師となる平成２６年度（平成２７年）卒業医師から適用します。 
なお、派遣医師数を確保するため、各種の調整が必要と考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※特別養成枠が制度上終了すると見込まれる 2024（平成 34）年度卒業生（2019（平成 31）年度

入学）より後の図右側の特定診療科の取扱いについては、そのときの状況をみて検討します。 
※新しい専門医制度においては、指定勤務期間内に 19 基本領域のうち内科専門医、総合診療専門

医、産婦人科専門医、小児科専門医、精神科専門医又は救急科専門医のいずれかの専門医が取

得できるように努めます。 

初期臨床研修 ２年 
(県内臨床研修病院) 

後期研修（県が指定）１年 
(県立中央病院、県立厚生病院、 

鳥取大学医学部附属病院) 

 
地域へ派遣 ２年 

内科系 
(自治体立病院等) 

 
後期研修（本人選択）１年 

(県内臨床研修病院等) 

 
 

地域へ派遣 ３年 
内科系 

(自治体立病院等) 

 
指定勤務期間終了（奨学金返還免除） 

特定診療科 
(産科、小児科、 

精神科、救急科) 
 

後期研修３年 
（鳥取大学医学部 
附属病院など） 

※うち２年は県の後

期研修として実施。

１年は地域への派

遣として実施。 

 
地域へ派遣 ４年 

特定診療科 
(自治体立病院等) 

自治医科大学出身者は

専門医研修の前後に 
総合医として派遣する

場合がある 

専門医取得 

対象者（各年次） 
特別養成枠 ５名／年 
自治医大 ２～３名／年 

自治医科大学卒業生は、県立中央病院

（2 人まで）または、県立厚生病院 


